
（別紙３）

～ 2024年11月11日

（対象者数） 17 （回答者数）
15

～ 2024年11月11日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

反応の良かったイベントは一度で終わらせずどんどん発展系

を作るなどし、飽きず且つステップアップした支援に繋げら

れるような工夫をしていきたい

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者の声に耳を傾け、希望や強い必要性を感じた場合には

場を設けていけるようにしていきたい

2

3

○事業所名 マルシュ町田センター

○保護者評価実施期間
2024年10月28日

○保護者評価有効回答数

2024年10月28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年11月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会の活動の支援や保護者会等の開催により保護者同士

の連携が支援されている

地域柄保護者同士の交流が積極的でない傾向が強く、またデ

イ内でも求める声が聞かれない為未実施となっている

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと

活動する機会がある

デイの特性上、交流する機会を設けるなどの調整が難しく実

施出来ていない

事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する

支援内容と合っている

施設の特色と合致した豊富な支援プログラムを日々子どもた

ちに提供することを心掛けている

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の為の配慮がなさ

れている

必要に応じて個別に相談室にて子どもたちとは話が出来る環

境を整え、保護者とは特定ツールを用いて密な連携等が出来

る環境を整える事が出来ている

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子どもや保

護者に対して発信している

特定のツールだけでなくSNSなども使用し、気軽に保護者が

日々の活動や子どもたちの様子を見て頂けるように環境整備

を進めている

事業所における自己評価総括表公表


